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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による金融・財政等の政策効果により、引き続き緩やか

な回復基調にて推移いたしました。しかしながら、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動や海外景気の下振れ等に

より、依然として先行きが不透明な状況にあります。 

 このような環境下、当第２四半期連結累計期間は主力事業である寮事業において、期初稼働率97.2％（前年比

0.2ポイント増）と好調にスタートし、また、ホテル事業につきましても、ドーミーイン（ビジネスホテル）事

業、リゾート（リゾートホテル）事業共に、前年同期を上回る稼働率にて好調に推移し、引き続き大きな牽引役と

なりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、売上高53,574百万円（前年同期比3.8％増）と増収

を続け、利益につきましても、営業利益4,519百万円（前年同期比9.5％増）、経常利益4,221百万円（前年同期比

12.3％増）、四半期純利益2,726百万円（前年同期比24.5％増）と当初予想をも上回り大幅な増益となり、過去最

高益を更新いたしております。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①寮事業 

 寮事業では、期初稼働率97.2％（前年比0.2ポイント増）と前期を上回り堅調に推移し、９月末現在の稼働契

約数は31,107名（前年同期に比べ623名増）となりました。当第２四半期連結累計期間におきましては、学生寮

事業が堅調に推移したことに加え、社員寮事業においても、企業の採用人数の増加や、新たに寮制度を導入され

る企業が増加したこと等により、好調に推移いたしました。 

 この結果、売上高20,976百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益2,691百万円（前年同期比5.0％増）となり

ました。 

 

②ホテル事業 

 ドーミーイン事業では、前期にオープンいたしました『天然温泉 茶月の湯 ドーミーインEXPRESS掛川』

『天然温泉 夕霧の湯 ドーミーインPREMIUMなんば』が好調に推移し、既存事業所におきましても多くのお客

様にご利用いただき、高い稼働率にて推移いたしました。なお、インバウンドは増加傾向にあり、当期は特に

『天然温泉 夕霧の湯 ドーミーインPREMIUMなんば』を筆頭に数多くご利用いただいております。 

 リゾート事業では、前期にオープンいたしました『いにしえの宿 伊久』をはじめ、既存事業所におきまして

もきめ細やかな営業が功を奏し、前期を上回る稼働率にて推移いたしました。 

 この結果、大型台風の上陸や豪雨による影響があったものの、それらをカバーし、売上高23,845百万円（前年

同期比8.0％増）、営業利益3,120百万円（前年同期比15.8％増）となりました。 

 

③総合ビルマネジメント事業 

 総合ビルマネジメント事業では、前期における所有物件売却による影響により、賃貸収入は減少となりました

が利益は増加となりました。この結果、売上高5,499百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益76百万円（前年同

期に比べ97百万円増益）となりました。 

 

④フーズ事業 

 フーズ事業では、消費税増税による個人消費環境の回復の遅れや原材料の高騰など厳しい事業環境の中、徹底

したコストコントロールを図ってまいりました。この結果、売上高2,623百万円（前年同期比2.2％増）、営業損

失０百万円（前年同期に比べ51百万円増益）となりました。 

 

⑤デベロップメント事業 

 デベロップメント事業では、当第２四半期連結累計期間において、開発原価の急激な高騰などにより一部で工

事の着工順延となりました。この結果、売上高2,172百万円（前年同期比11.8％減）、営業損失７百万円（前年

同期に比べ32百万円減益）となりました。 

 

⑥その他事業 

 その他事業は、ウェルネスライフ事業（高齢者向け住宅の管理運営事業）、ＰＫＰ事業（自治体向け業務受託

事業）、単身生活者支援事業及び保険代理店事業、総合人材サービス事業、融資事業及び事務代行業でありま

す。これらの事業の合計は、売上高4,445百万円（前年同期比27.8％増）、営業損失197百万円（前年同期に比べ

86百万円減益）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債、純資産の状況

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、128,293百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,702百万円

の減少となりました。主な要因は、現金及び預金の減少などによるものであります。

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債は、90,873百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,531百万円の

減少となりました。主な要因は、前受金の減少などによるものであります。

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、37,419百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,829百万円

の増加となりました。主な要因は、利益剰余金の増加などによるものであります。

 この結果、自己資本比率は29.2％となり、前連結会計年度末に比べ3.0ポイントの増加となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ9,652百万円減

少し、14,097百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、たな卸資産の増加額及び前受金の減少額の影響により、前年同期

に比べ330百万円支出が増加し、1,538百万円の支出となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、敷金及び保証金の差入による支出及び有形固定資産の取得による

支出の影響により、前年同期に比べ2,653百万円支出が増加し、5,566百万円の支出となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、長期借入れによる収入及び長期借入金の返済による支出の影響に

より、前年同期に比べ2,286百万円支出が増加し、2,653百万円の支出となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成26年５月15日の「平成26年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連

結業績予想に現在のところ変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が86百万円減少し、利益剰余金が55百万円

増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ６百万円増加しております。

 

 

- 4 -

(株)共立メンテナンス（9616）平成27年３月期　第２四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 24,707 14,955 

受取手形及び売掛金 4,986 5,438 

販売用不動産 257 239 

仕掛販売用不動産 372 1,321 

未成工事支出金 314 678 

その他 6,862 6,301 

貸倒引当金 △26 △25 

流動資産合計 37,473 28,910 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 29,843 32,010 

土地 24,891 25,512 

その他（純額） 6,270 6,908 

有形固定資産合計 61,005 64,431 

無形固定資産 1,890 1,859 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,888 6,140 

差入保証金 11,481 11,782 

敷金 8,574 8,755 

その他 5,789 6,525 

貸倒引当金 △195 △192 

投資その他の資産合計 31,538 33,011 

固定資産合計 94,434 99,302 

繰延資産 87 80 

資産合計 131,995 128,293 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,908 3,377 

短期借入金 15,328 17,981 

1年内償還予定の社債 1,150 1,150 

未払法人税等 1,940 1,583 

前受金 11,091 8,413 

賞与引当金 1,148 830 

役員賞与引当金 294 164 

完成工事補償引当金 11 11 

その他 5,945 5,688 

流動負債合計 40,819 39,200 

固定負債    

社債 6,300 5,725 

転換社債型新株予約権付社債 15,000 15,000 

長期借入金 29,772 25,432 

役員退職慰労引当金 311 306 

ポイント引当金 16 25 

退職給付に係る負債 1,178 1,128 

その他 4,006 4,055 

固定負債合計 56,586 51,673 

負債合計 97,405 90,873 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,136 5,136 

資本剰余金 5,943 5,943 

利益剰余金 28,892 31,322 

自己株式 △5,471 △5,474 

株主資本合計 34,500 36,927 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △29 338 

為替換算調整勘定 99 141 

退職給付に係る調整累計額 20 11 

その他の包括利益累計額合計 89 492 

純資産合計 34,590 37,419 

負債純資産合計 131,995 128,293 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 51,624 53,574 

売上原価 40,669 41,755 

売上総利益 10,955 11,819 

販売費及び一般管理費 6,828 7,299 

営業利益 4,127 4,519 

営業外収益    

受取利息 50 44 

受取配当金 23 23 

為替差益 116 185 

その他 135 84 

営業外収益合計 325 337 

営業外費用    

支払利息 542 448 

その他 151 187 

営業外費用合計 694 636 

経常利益 3,758 4,221 

特別利益    

受取補償金 － 93 

特別利益合計 － 93 

特別損失    

固定資産売却損 － 17 

解体撤去費用 13 － 

特別損失合計 13 17 

税金等調整前四半期純利益 3,744 4,297 

法人税等 1,554 1,571 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,190 2,726 

四半期純利益 2,190 2,726 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,190 2,726 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 54 368 

為替換算調整勘定 34 42 

退職給付に係る調整額 － △8 

その他の包括利益合計 89 402 

四半期包括利益 2,279 3,128 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,279 3,128 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,744 4,297 

減価償却費 1,375 1,523 

長期前払費用償却額 70 135 

差入保証金償却額 105 114 

賞与引当金の増減額（△は減少） △314 △318 

受取利息及び受取配当金 △74 △67 

支払利息 542 448 

固定資産除売却損益（△は益） 3 18 

売上債権の増減額（△は増加） 1,847 △452 

未収入金の増減額（△は増加） 563 514 

たな卸資産の増減額（△は増加） △469 △1,201 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,641 △522 

前受金の増減額（△は減少） △3,264 △2,678 

未払金の増減額（△は減少） △68 △317 

未払消費税等の増減額（△は減少） △397 687 

預り金の増減額（△は減少） △787 △634 

預り保証金の増減額（△は減少） △88 27 

前受収益の増減額（△は減少） △71 △71 

その他 △160 △858 

小計 913 644 

利息及び配当金の受取額 19 38 

利息の支払額 △549 △445 

法人税等の還付額 0 1 

法人税等の支払額 △1,591 △1,776 

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,208 △1,538 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 － △100 

有価証券の売却による収入 390 318 

有形固定資産の取得による支出 △2,215 △5,100 

有形固定資産の売却による収入 0 362 

無形固定資産の取得による支出 △33 △43 

貸付けによる支出 △220 △828 

貸付金の回収による収入 145 930 

敷金及び保証金の差入による支出 △589 △597 

敷金及び保証金の回収による収入 43 77 

保険積立金の積立による支出 △416 △489 

保険積立金の解約による収入 38 1 

その他 △57 △98 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,913 △5,566 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,600 3,750 

長期借入れによる収入 3,600 － 

長期借入金の返済による支出 △3,964 △5,437 

社債の償還による支出 △575 △575 

自己株式の取得による支出 △3,658 △3 

配当金の支払額 △336 △352 

その他 △33 △36 

財務活動によるキャッシュ・フロー △367 △2,653 

現金及び現金同等物に係る換算差額 110 105 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,378 △9,652 

現金及び現金同等物の期首残高 16,665 23,750 

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,286 14,097 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  寮 ホテル 
総合ビル
マネジメ

ント 
フーズ 

デベロッ
プメント 計 

売上高                    

外部顧客への売上高 20,403 22,027 3,465 782 1,655 48,334 3,290 51,624 － 51,624 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
74 42 2,158 1,784 808 4,867 188 5,055 △5,055 － 

計 20,477 22,069 5,623 2,566 2,464 53,202 3,478 56,680 △5,055 51,624 

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,564 2,694 △20 △51 25 5,212 △110 5,101 △974 4,127 

  （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ウェルネスライフ事業（高

齢者向け住宅の管理運営事業）、ＰＫＰ事業（自治体向け業務受託事業）、単身生活者支援事業及び保

険代理店事業、総合人材サービス事業、融資事業及び事務代行業、その他の付帯事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△974百万円には、セグメント間取引消去２百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△976百万円が含まれております。全社費用は主に本社の財務経理部等の

管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  寮 ホテル 
総合ビル
マネジメ

ント 
フーズ 

デベロッ
プメント 

計 

売上高                    

外部顧客への売上高 20,860 23,793 2,968 724 988 49,334 4,239 53,574 － 53,574 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
115 52 2,530 1,899 1,184 5,782 205 5,988 △5,988 － 

計 20,976 23,845 5,499 2,623 2,172 55,117 4,445 59,562 △5,988 53,574 

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,691 3,120 76 △0 △7 5,880 △197 5,683 △1,163 4,519 

  （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ウェルネスライフ事業（高

齢者向け住宅の管理運営事業）、ＰＫＰ事業（自治体向け業務受託事業）、単身生活者支援事業及び保

険代理店事業、総合人材サービス事業、融資事業及び事務代行業、その他の付帯事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,163百万円には、セグメント間取引消去△51百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△1,111百万円が含まれております。全社費用は主に本社の財務経理

部等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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